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審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

 ガラス繊維強化プラスチック（GFRP）及びシリカは、製品にできない副産物が大量に作り出され

ており、その多くが産業廃棄物として処分されている。本論文は、これらの廃棄物を再利用するた

めに、粘土と混合して焼成することで多孔質セラミックスを作製し、環境調和機能材料として利用

することを目指したものである。 

 まず、GFRPと粘土を酸化雰囲気で焼成したセラミックスを作製し、その高い透水性と強度に着目

して、水中の懸濁物質を除去できる濁水ろ過材の開発を行った。GFRPと粘土の混合比及び焼成温度

が異なる数種類のセラミックス試験片について、カオリン等を含む模擬濁水及び河川水のろ過試験

を行い、同セラミックスが数ミクロン以上の懸濁物質を含む濁水に対して、高い濁度低減性能を有

することを明らかにした。 

次に、GFRPと粘土を還元雰囲気で焼成したセラミックスを作製し、その高い比表面積と粘土がイ

オン交換機能を有することに着目して、染色排水を浄化するための染料吸着材の開発を行った。作

製した数種類のセラミックス試料について、メチレンブルー染料の吸着試験を行い、同セラミック

スが粘土のみから作製したセラミックスよりも優れたメチレンブルー吸着性能を有することを明

らかにした。  

最後に、廃シリカと粘土を混合・焼成した多孔質セラミックスを作製し、その高い吸水性及び低

熱伝導性に着目して、セラミックスに苔を貼り付けた屋上緑化材の開発を行い、その日射熱低減効

果を明らかにした。特に、緑化材の温度と水分の蒸発量を同時に測定する実験と、水分の蒸発熱を

考慮した有限要素解析により緑化材の水分の蒸発熱による温度低減効果を定量的に明らかにした。

  公聴会での発表内容や質疑に対する応答も適切であり、本審査委員会は、論文の審査および最

終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 


